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2002 年 11 月 15 日 

ミネベア株式会社 

2003 年 3 月期 中間決算説明会 

補足説明要旨 

 

貸借対照表   

資産の部 

現金及び預金：前期末(2002 年 3 月末)から 23 億円減少致しました。   

受取手形及び売掛金：28 億円増加致しましたが、この内、為替による減少分が 12 億 7,500 万円ありましたので、

これを除くと約 40 億円増加しました。一つの大きな理由は、毎期もしくは半年毎に実施している売掛債権の流

動化を一部減少させ、その金額が約 50 億円でしたので、現預金の減少分と受取手形及び売掛金の増加にそ

れぞれ約 50 億円影響しています。   

棚卸資産：53 億 8,400 万円減少致しました。その内、為替変動の影響額が 29 億 6,900 万円ですので、実質的

な減少分は 24 億円です。   

その他流動資産：繰延税金資産の流動分等が含まれています。長期から短期への振替え分があり、繰延税金

資産は 2 億 9,700 万円増加しています。   

固定資産：178 億 8,500 万円と大きく減少しました。有形固定資産の内、海外工場分の円高による影響が 108

億 900 万円と、大きな減少要因となりました。  

設備投資は 80 億円、減価償却費は 113 億円でした。   

無形固定資産：9 億 9,700 万円減少致しましたが、主なものは連結調整勘定、のれん代の 10 億 5,300 万円で

す。   

投資その他資産：繰延税金資産が 28 億円減少しました。  

 

以上、資産合計では 219 億 3,100 万円と大幅な減少となりました。  

 

負債の部 

支払い手形及び買掛金が 38 億 2,400 万円減少致しましたが、この内、為替変動による目減りが 9 億 6,000 万

円ありました。   

短期有利子負債、長期有利子負債は大きく減少致しました。有利子負債合計での為替変動の影響が 17 億円

ありましたので、実質的な減少額は 66 億円です。  

ネット有利子負債では 15 億 5,600 万円の為替変動によるマイナス影響がありました。元本差は 44 億 8,700 万

円です。 

売上債権の流動化で約 50 億円減少していますので、流動化を実施すればその分、更にネット有利子負債の削

減が図れたということになります。   
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連結損益計算書 

主な販売費及び一般管理費については、キーボードの納期遅れによるエアー出荷代の増加が 4 億 5,000 万円

あり、営業利益が上期合計で約 3％悪化しました。 

金融収支は、前期に比べて若干減少しており、借入金の減少による改善効果が出ていると言えます。 

法人税は、税率が非常に悪化しています。今上期の税率が 62％、前期の税率が 45％ですので、その差が当

期純利益の減少に大きく影響致しました。この税率が悪化している大きな要因には、単体への配当金が増えて

いることが一つと、もう一つは、海外の子会社でスピンドルモーター等の減産による影響で損益が悪化し、赤字

となり、その分税率が悪化致しました。下半期は税率 48％まで改善する見込みです。通期では 55％の税率と

見込んでいます。税率改善のための諸施策はすでに実施済みです。   

 

主な販売費及び一般管理費 

上述、荷造り運賃のエアーでの緊急出荷分を除くと、全ての項目に亘って、前年度上期、下期と比べて減少し

ました。   

 

特別損益 

固定資産除却損としては、金型を含む生産機械等の除却を実施致しました。関係会社整理損として 1 億 6,400

万円計上していますが、これは Minebea Electronics (U.K.)の清算に伴う事業整理損です。退職給付金の 3 億

1,300 万円は、今後 3 年間、四半期毎に 1 億 5,600 万円発生します。 

下半期の特別損失の見込みの内訳は、退職給付金 3 億 1,300 万円、NMB (UK) の清算に伴う損失、マレーシ

アのクンダー社（スピーカーボックスの生産会社）の閉鎖です。クンダー社は今 3 月期に閉鎖することを決定し

ています。また、FDD の生産を 11 月をもって終了致します。これらの閉鎖費用、終了費用に伴い、合計約 10 億

円の特別損失を下半期に見込んでいます。   

 

連結売上高・営業利益に対する為替レート変動の影響 

前中間期との比較、実績レートと計画レートとの比較は資料に記載の通りです。 

下期は当社の想定レートが US ドル 122 円 60 銭です。当初の計画が US ドルに対して 132 円でしたので、下期

想定レートとの差額で試算すると、下期の売上に対し約40 億円マイナスの影響が出ます。営業利益に対しても

約 6 億円のマイナス影響になります。   

 

連結キャッシュフロー計算書 

売掛債権の流動化を約 50 億円減少させていますので、実質的には前期に比べて営業キャッシュフローは大き

く改善しました。営業キャッシュフロー145 億 8,300 万円に 50 億円を足しますと、約 195 億円となり、200 億円近

い営業キャッシュフローとなります。   

    

以上 
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